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Japan RiverFront research Center

行政サイドの発想ではなく地域や民間の構想を活か
しつつ、水辺空間に関する調査・研究を総合的に行
い、その成果を社会に幅広く効率的に活用するため
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■２０１２年４月１日

「公益財団法人リバーフロント研究所」に名称変更

→「公益法人制度改革」

■１９８７年９月１日

「財団法人リバーフロント整備センター」として発足

リバーフロントリバーフロントリバーフロントリバーフロント研究所研究所研究所研究所のののの概要概要概要概要
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しなやかでしなやかでしなやかでしなやかで強靭強靭強靭強靭なななな流域形成流域形成流域形成流域形成

・耐水都市・流域構造構築
・土地利用・施設整備一体の流域
形成
・まちづくりと一体となった対越水
型堤防整備手法
・かわまちづくり
・景観形成
・漂着及び不法投棄ゴミ対策
・舟運 など
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環境環境環境環境・・・・生態系生態系生態系生態系のののの基本的課題基本的課題基本的課題基本的課題

・環境・生物多様性目標、インパクトレスポンス、環境の経済面からの評価
・気候変動の影響、生物調査手法、効率的・効果的生物・生息環境調査技術 など
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低炭素社会形成低炭素社会形成低炭素社会形成低炭素社会形成にににに資資資資するするするする
流域水循環管理流域水循環管理流域水循環管理流域水循環管理

・表流水・地下水一体の水循環系
・既存施設の効果的活用
・水循環系と生態系の応答
・取排水システム、地下水涵養
・土砂動態と生態系の応答
・山・川・海を繋ぐ栄養塩類の動態
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・生態系サービス機能の把握・評価
・生態系サービス機能増進手法
・土砂動態を考慮した整備・管理
・縦断的横断的連続性確保
・樹木・植生管理
・自然再生
・多自然川づくり
・外来種対策
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国際展開国際展開国際展開国際展開

・研究成果を活用した活動、ARRN、技術交流、 など

国際展開国際展開国際展開国際展開

・研究成果を活用した活動、ARRN、技術交流、 など
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リバーフロント研究所のHP（http://www.rfc.or.jp/）
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台湾台湾台湾台湾とのとのとのとの交流交流交流交流

・2001年：台湾（財）七星農田水利研究発展基金会と河川水辺環

境の技術協力の覚書を取り交わす。

・それ以降、毎年、現地視察や講習会等の技術交流を図っている。
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現地視察（日本） 技術交流講習会（台湾）

Japan RiverFront research Center

本日本日本日本日のののの話話話話

１．日本橋（川）について

２．かわまちづくりの背景

３．地域と連携した川づくりの取組

４．かわまちづくり支援制度の創設

５．調査研究内容の紹介
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Japan RiverFront research Center

皇居

東京タワー東京タワー

東京駅東京駅
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リバーフロント研究
所

リバーフロント研究
所

隅田川隅田川

日本橋川日本橋川

Japan RiverFront research Center

1830年代年代年代年代のののの日本橋日本橋日本橋日本橋

歌川広重 「東都名所 日本橋真景并ニ魚市全図」 1830年～43年中頃

富士山 江戸城
（今の皇居）
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日本橋川
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日本橋日本橋日本橋日本橋とはとはとはとは

• 1603年 架橋 → 日本の道路網（五街道）の起点。

• 交通の要として非常に栄えた
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白川

日本橋

下諏訪

三条大橋

宇都宮

鉢石

甲州街道

中山道

東海道

奥州街道

日光街道

江戸時代（1603～1868）に整備された五街道

Japan RiverFront research Center

1830年代年代年代年代のののの日本橋日本橋日本橋日本橋

葛飾北斎「富嶽三十六景」1831年～1833年頃

富士山

江戸城（今の皇居）
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日本橋川
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2012年年年年（（（（180年後年後年後年後））））のののの日本橋日本橋日本橋日本橋
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Japan RiverFront research Center

日本橋日本橋日本橋日本橋（（（（外観外観外観外観））））
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東京オリンピック開催（1969年）に向け都心混雑防止のため高速道路を建設
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本日本日本日本日のののの話話話話

１．日本橋（川）について

２．かわまちづくりの背景

３．地域と連携した川づくりの取組

４．かわまちづくり支援制度の創設

５．調査研究内容の紹介
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Japan RiverFront research Center

２２２２．．．．かわまちづくりのかわまちづくりのかわまちづくりのかわまちづくりの背景背景背景背景

・陸上交通の発達（1872年 新橋～横浜間鉄道開業）

・頻発する風水害（1950年代前後）

・急激な都市化と河川の変貌(1960年代)
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・川と人、まちとの関わり ×
・川の多様な機能 ×

舟運の衰退、効率的な治水対策、河川環境の悪化
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陸上交通陸上交通陸上交通陸上交通のののの発達発達発達発達
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多摩川橋梁 六郷蒸気車往返之全図 三代広重 1８７1年（出典：恵の本音）

・1872年 新橋～横浜間 開業

Japan RiverFront research Center
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私とあなたの琵琶湖アルバム

滋賀県立琵琶湖博物館

水路は溝になった

中主町吉川 1967年3月28日
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水路は溝になった

中主町吉川 1997年1月28日

私とあなたの琵琶湖アルバム

滋賀県立琵琶湖博物館

Japan RiverFront research Center

18私とあなたの琵琶湖アルバム

滋賀県立琵琶湖博物館

水路はどこへ

守山市幸津川 1954年
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19私とあなたの琵琶湖アルバム

滋賀県立琵琶湖博物館

水路はどこへ

守山市幸津川 1997年4月25日

Japan RiverFront research Center

頻発頻発頻発頻発するするするする風水害風水害風水害風水害とととと被害状況被害状況被害状況被害状況
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治水安全度向上の要請が高まる
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効率性効率性効率性効率性をををを優先優先優先優先したしたしたした整備整備整備整備（（（（直線化直線化直線化直線化、、、、三面張三面張三面張三面張りりりり））））
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効率性効率性効率性効率性をををを優先優先優先優先したしたしたした整備整備整備整備（（（（直線化直線化直線化直線化、、、、三面張三面張三面張三面張りりりり））））
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高度経済成長期高度経済成長期高度経済成長期高度経済成長期におけるにおけるにおけるにおける都市都市都市都市へのへのへのへの人口集中人口集中人口集中人口集中、、、、
宅地需要宅地需要宅地需要宅地需要のののの増大増大増大増大
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（1954～2006年）

出展：総務省統計局統計センター住民基本台帳人口移動報告

1955 1965 1975 1985 1995 2005

Japan RiverFront research Center

急激急激急激急激なななな都市化都市化都市化都市化（（（（鶴見川流域鶴見川流域鶴見川流域鶴見川流域のののの土地利用土地利用土地利用土地利用のののの変遷変遷変遷変遷））））
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1958195819581958年年年年1958195819581958年年年年 1975197519751975年年年年1975197519751975年年年年 2000200020002000年年年年2000200020002000年年年年

市街化率：約10％
人口：約45万人

市街化率：約10％
人口：約45万人

市街化率：約60％
人口：約120万人

市街化率：約60％
人口：約120万人

市街化率：約85％
人口：約188万人

市街化率：約85％
人口：約188万人

市街地

自然地

1974197419741974 2001200120012001

開発前開発前開発前開発前 開発後開発後開発後開発後
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渋谷川と宮益橋（1901年） 東京都HP

Japan RiverFront research Center
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渋谷川（稲荷橋から上流（渋宮益橋）方面） 東京都HP
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渋谷川（稲荷橋から下流方面） 東京都HP

Japan RiverFront research Center

水辺空間水辺空間水辺空間水辺空間のののの人工化人工化人工化人工化（（（（グラウンドグラウンドグラウンドグラウンド、、、、公園利用公園利用公園利用公園利用））））
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隅田川1967年 目で見る環境白書（1982）

河川環境の悪化（公害、ゴミ）

Japan RiverFront research Center
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古川河口付近のゴミ（1970） 東京都HP
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多摩川の泡 １９７０年 東京都環境局提供

Japan RiverFront research Center
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ここで泳ぐべからず

近江八幡市多賀町 1956年頃

私とあなたの琵琶湖アルバム

滋賀県立琵琶湖博物館
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生活生活生活生活のののの豊豊豊豊かさかさかさかさ、、、、治水安全度治水安全度治水安全度治水安全度のののの向上向上向上向上・・・・・・・・・・・・
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人人人人とととと川川川川とがとがとがとが疎遠疎遠疎遠疎遠にににに・・・・・・・・・・・・

河川環境や河川景観への関心の高まり
→まちづくりと一体となった河川整備への取組
→生物の生育生息空間の保全再生への取組
→環境教育の取組

日本の近代化～高度経済成長

Japan RiverFront research Center

本日本日本日本日のののの話話話話

１．日本橋（川）について

２．かわまちづくりの背景

３．地域と連携した川づくりの取組

４．かわまちづくり支援制度の創設

５．調査研究内容の紹介
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ふるさとのふるさとのふるさとのふるさとの川整備事業川整備事業川整備事業川整備事業
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・目的：河川本来の自然環境の保全・創出や周辺環境との調和を
図りつつ、地域整備と一体となった河川改修を行い、良好
な水辺空間を形成を図る。

・特徴：「市町村や地域住民の川づくりへの参加」、「まちづくりと一
体となった川づくり」

・1987年モデル事業としてスタート。1996年から一般化。
・全国186河川（2006年まで）

Japan RiverFront research Center

茂漁川茂漁川茂漁川茂漁川（（（（北海道恵庭市北海道恵庭市北海道恵庭市北海道恵庭市：：：：1990199019901990年認定年認定年認定年認定））））
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周辺公園と一体化し自然を演出した水辺空間
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桜桜桜桜づつみづつみづつみづつみモデルモデルモデルモデル事業事業事業事業
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・目的：河川の緑化を推進する必要のある区間について、堤防の
強化を図るとともに桜などを植樹して積極的に良好な水辺
空間の形成を図る。

・1988年スタート
・全国297箇所（2006年まで）

Japan RiverFront research Center

地域交流拠点『水辺プラザ』（1996年）
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・目的：市町村にある水辺の魅力を最大限に引き出す整備に
より、そこを訪れたくなるような、地域交流の拠点とな
るような「にぎわいのある水辺」を創出

・1996年スタート
・全国125箇所（2006年まで）

水辺プラザ整備イメージ
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そのそのそのその他他他他のののの水辺水辺水辺水辺をををを活活活活かしたまちづくりのかしたまちづくりのかしたまちづくりのかしたまちづくりの取取取取りりりり組組組組みみみみ
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整備前 整備後

■京橋川（広島市）の社会実験

「都市及び地域の再生等のために利用する施設に係る河川敷地占
用許可準則の特例措置について（2004年事務次官通達）」

・2004年：隣接した民間事業者による民有地と地先河岸緑地とが一体となったオープンカ

フェ実施
・2005年：出店者を公募・選定し、常設型店舗のオープンカフェ実施

Japan RiverFront research Center
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写真提供：広島市
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本日本日本日本日のののの話話話話

１．日本橋（川）について

２．かわまちづくりの背景

３．地域と連携した川づくりの取組

４．かわまちづくり支援制度の創設

５．調査研究内容の紹介
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2009年 「かわまちづくり」支援制度の創設
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目的：観光などの活性化につながる景観・歴史・文化等の河川
が有する地域の「資源」や地域の「知恵」を活かし、地方
公共団体や地元住民との連携のもとで立案された、河川
や水辺の整備・利活用計画により、良好なまちと水辺が
融合した空間形成の円滑な推進を図る。

・全国107件（2012年8月）

・従来の事業の制度化から一定期間経過
・制度を点検し新たにソフト施策の組み合わせを行い
発展的に統合
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「「「「かわまちづくりかわまちづくりかわまちづくりかわまちづくり」」」」支援制度支援制度支援制度支援制度ののののイメージイメージイメージイメージ
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景観景観景観景観のののの向上向上向上向上

周辺地域との連携による地域を代表する景観形成

ゆとりやゆとりやゆとりやゆとりや潤潤潤潤いのいのいのいの提供提供提供提供

水辺空間整備によるゆとり空間の創出

観光観光観光観光・・・・交流交流交流交流のののの促進促進促進促進

民間との協働による観光船の運航

中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地のののの活性化活性化活性化活性化

水辺空間の規制緩和による各種イベントの開催

地域地域地域地域ｺﾐｭﾆﾃｨｺﾐｭﾆﾃｨｺﾐｭﾆﾃｨｺﾐｭﾆﾃｨのののの形成形成形成形成

川づくりによる地域間交流機会の創出

自然体験自然体験自然体験自然体験のののの場場場場のののの提供提供提供提供

多自然川づくり・自然再生による自然環境の再生

城跡城跡城跡城跡

ｷｬﾝﾌｷｬﾝﾌｷｬﾝﾌｷｬﾝﾌﾟ゚゚゚場場場場

桜堤桜堤桜堤桜堤

中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校

古古古古いいいい町並町並町並町並みみみみ

住宅地住宅地住宅地住宅地

駅前駅前駅前駅前

Japan RiverFront research Center

「「「「かわまちづくりかわまちづくりかわまちづくりかわまちづくり」」」」ののののスキームスキームスキームスキーム
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①計画の作成：まちづくりの主体である市町村が中心となり、地域住民や河川管理者と連
携して、水辺とまちづくりに関する基本方針や施策をまとめた「かわまちづく
り計画」を作成

②計画の申請、登録

③事業の推進

住民等 市町村 河川管理者

かわまちづくり計画作成

申請書作成・提出 水管理・
国土保全
局長登録

事業の推進（ソフト・ハード）

水辺と周辺地域の魅力向上

フォローアップ

・水辺整備
・占用特例措置

等

支援・助言

「かわまちづくり」により地域が活性化

連携 連携

※「かわまちづくり」支援制度概要図（国土交通省資料より）

【登録の条件】
・地域の創意としての「知恵」を活
かした計画となっているもの。
・水辺の利活用方策が地域におい
て明確となっているもの。
・水辺施設の維持管理に地域の協
力が得られるもの

【登録の条件】
・地域の創意としての「知恵」を活
かした計画となっているもの。
・水辺の利活用方策が地域におい
て明確となっているもの。
・水辺施設の維持管理に地域の協
力が得られるもの
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河川管理者河川管理者河川管理者河川管理者によるによるによるによる支援内容支援内容支援内容支援内容
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【河川管理者による支援】

・ソフト支援（河川に係る規制等の緩和、事業推進への助言）

・ハード支援（安全・安心に係る水辺整備のまちづくりに合わせた整備）

Japan RiverFront research Center

事例紹介事例紹介事例紹介事例紹介（（（（道頓堀川道頓堀川道頓堀川道頓堀川：：：：大阪市大阪市大阪市大阪市））））
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【整備期間】 2005～2009年度

【目的】 「沿川市街地活性化」「都市活力の向上」

【ソフト施策】

・河川敷占用許可準則の特例措置を活用した河川空間利用促進 （オープンカフェ、
各種イベント開催）

・防災施設を利用したセミナー等の開催

・環境学習等

【ハード施策】

・水辺遊歩道整備、オープンスペース整備

・防災船着場等、水陸交通ターミナルのための河川環境整備
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オープンカフェ

船着き場

Japan RiverFront research Center

事業事業事業事業のののの効果効果効果効果

48

1

13

43

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

平成16年度 平成20年度 平成23年度

川側への出入口設置件数（大阪市調査）

・イベント実施回数の増加やそれに伴う来場者数の増加、船着
き場の利用回数が上昇し、地域の活性化に寄与
・店舗の川側への出入口設置件数も増加

川側川側川側川側のののの出入口出入口出入口出入口
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本日本日本日本日のののの話話話話

１．日本橋（川）について

２．かわまちづくりの背景

３．地域と連携した川づくりの取組

４．かわまちづくり支援制度の創設

５．調査研究内容の紹介

49
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調査研究内容調査研究内容調査研究内容調査研究内容のののの紹介紹介紹介紹介

「評価の違いは、何が要因か？」

①事例調査
成功した事例を中心に反省の残る事例も
含め、河川を活かしたまちづくりの進め方
の特徴を詳細に分析

②実態調査
現在実施されている事業を進めたプロセス
の中で、どの部分の違いが整備された空間
の評価に影響を及ぼしているのか分析
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先進事例先進事例先進事例先進事例のののの進進進進めめめめ方方方方のののの特徴特徴特徴特徴（（（（寝屋川寝屋川寝屋川寝屋川））））

仕組仕組仕組仕組みみみみ仕組仕組仕組仕組みみみみ仕組仕組仕組仕組みみみみ

ねやねやねやねや川水辺川水辺川水辺川水辺クラブクラブクラブクラブねやねやねやねや川水辺川水辺川水辺川水辺クラブクラブクラブクラブ

◇ 多くの市民を巻き込み多彩な内
容でワークショップを展開

◇事業中も住民からの意見を取り入
れ、関係機関と地域住民が積極
的に連携

◇積極的に情報提供を行い、行政と
地域が協働で川づくりを実施

ポイントポイントポイントポイントポイントポイントポイントポイント

寝屋川再生寝屋川再生寝屋川再生寝屋川再生プランワークショッププランワークショッププランワークショッププランワークショップ寝屋川再生寝屋川再生寝屋川再生寝屋川再生プランワークショッププランワークショッププランワークショッププランワークショップ

ワークショップ参加住民

整備前整備前整備前整備前のののの状況状況状況状況

市制市制市制市制５０５０５０５０周年記念事業周年記念事業周年記念事業周年記念事業市制市制市制市制５０５０５０５０周年記念事業周年記念事業周年記念事業周年記念事業

１級河川／大阪府寝屋川市

Japan RiverFront research Center

寝屋川寝屋川寝屋川寝屋川におけるにおけるにおけるにおける整備概要整備概要整備概要整備概要

【【【【河川管理者河川管理者河川管理者河川管理者】】】】 親水護岸親水護岸親水護岸親水護岸、、、、遊歩道等遊歩道等遊歩道等遊歩道等をををを整備整備整備整備
【【【【寝屋川市寝屋川市寝屋川市寝屋川市】】】】 隣接隣接隣接隣接するするするする公園公園公園公園やややや駅前駅前駅前駅前をををを整備整備整備整備
【【【【地域住民地域住民地域住民地域住民】】】】 イベントイベントイベントイベントのののの開催開催開催開催やややや維持管理維持管理維持管理維持管理、、、、公園等公園等公園等公園等のののの整備整備整備整備をををを実施実施実施実施

住民住民住民住民によるによるによるによる公園整備公園整備公園整備公園整備

舟下舟下舟下舟下りりりり

出典：ねや川水辺クラブＨＰ出典：大阪府河川室

川川川川のののの利用状況利用状況利用状況利用状況
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寝屋川寝屋川寝屋川寝屋川におけるにおけるにおけるにおける進進進進めめめめ方方方方のののの分析分析分析分析

1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年
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市民活動の夜明け 市民活動の本格的な始動と展開

寝屋川再生プランの検討

ねや川せせらぎ公園の内

容検討

再生プランの実現

市民活動の進展度

親水空間整備の進展度
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策
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寝屋川における進め方の分析

1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

H5年 H6年 H7年 H8年 H9年 H10年 H11年 H12年 H13年 H14年 H15年 H16年 H17年 H18年

市

民

活
動

の
進

展

川

づ
く

り

・
ま

ち
づ

く
り

の
進

展

市

民
と

行
政

の
協

働

に
よ

る
川

づ
く

り
・

ま

ち
づ

く
り

市民活動の夜明け 市民活動の本格的な始動と展開

寝屋川再生プランの検討

ねや川せせらぎ公園の内

容検討

再生プランの実現

市民活動の進展度
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ワークショップ運

営で知り合う

集会で知る

ワークショップを

通じた知り合い

自治体

Ｕさん

Ｕさんの上司

市長

コンサルタント

Ｋさん

大学教授

Ｓ先生

水辺クラブ

Ｈ会長

Ｓ先生の

ゼミ学生

Ｓ先生の

同僚・知人

川づくりの

活動家

水辺クラブ

メンバー

理解・支援

淀川愛好会

で活動

活動を通じた知

り合い 淀川愛好会の

会議で知り合う

特徴①
行政の担当者や地
域住民の思い

特徴②
キーパーソンの存在

特徴③
キーパーソンの活動
を支える人や組織

特徴④
活動を進めるための
資金

特徴⑤
場のポテンシャルを
活かした整備・活動
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防災ステーションの整備をきっかけにして、周辺地域も併
せた水辺空間の整備を計画
→地域交流拠点「水辺プラザ」の整備

住民団体

Ｂ会長

自治体

Ｃさん

コンサルタント

住民団体

Ａ会長

周辺の小学

校の教師

理解・支援

Ｋ会で活動

地元の知り合い

町長

ワークショップの

の運営

反省の残る事例の特徴

特徴①
行政の担当者や地
域住民の思い

特徴④
活動を進めるための
資金

特徴③
キーパーソンの活動
を支える人や組織

特徴⑤
場のポテンシャルを
活かした整備・活動

特徴②
キーパーソンの存在
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防災ステーションの整備をきっかけにして、周辺地域も併せ
た水辺空間の整備を計画
→地域交流拠点「水辺プラザ」の整備

住民団体

Ｂ会長

自治体

Ｃさん

コンサルタント

住民団体

Ａ会長

周辺の小学

校の教師

理解・支援

Ｋ会で活動

地元の知り合い

町長

ワークショップの

の運営

反省の残る事例の特徴

特徴①
行政の担当者や地
域住民の思い

特徴⑤
場のポテンシャルを
活かした整備・活動

市町村合併

→活発だった河川空間の利活用が停滞
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事業前事業前事業前事業前ののののキーパーソンキーパーソンキーパーソンキーパーソン（（（（実態調査実態調査実態調査実態調査））））
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計画策定時計画策定時計画策定時計画策定時のののの住民参加住民参加住民参加住民参加（（（（実態調査実態調査実態調査実態調査））））
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市民代表者の委
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市民代表者の意
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計画案の公開と
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イベント

自然観察会
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船下り
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未実施
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行事行事行事行事などのなどのなどのなどの開催内容開催内容開催内容開催内容（（（（実態調査実態調査実態調査実態調査））））
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成功要因成功要因成功要因成功要因のののの構造構造構造構造

※人としくみは順不同
人がいるから組織ができる。
ワークショップなどのしくみか
ら人が生まれる。
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ごごごご静聴静聴静聴静聴ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。
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隅田川8月
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河川管理者、山形県、長井市、新聞社

河川管理者、長井市、商工会議所、

観光協会、青年会議所、ＮＰＯ等

仕組仕組仕組仕組みみみみ仕組仕組仕組仕組みみみみ仕組仕組仕組仕組みみみみ

最上川上流最上川上流最上川上流最上川上流フットパスフットパスフットパスフットパス検討会検討会検討会検討会最上川上流最上川上流最上川上流最上川上流フットパスフットパスフットパスフットパス検討会検討会検討会検討会

ながいながいながいながいフットパスフットパスフットパスフットパス施策推進施策推進施策推進施策推進ＷＧＷＧＷＧＷＧながいながいながいながいフットパスフットパスフットパスフットパス施策推進施策推進施策推進施策推進ＷＧＷＧＷＧＷＧ

◇検討会の下部組織で民間メン
バーが加わりワーキングを２０回
も開催
◇ワーキングで「歩かせるルート」
から「自分たちが歩きたいルート」
に発展
◇今まで気がつかなかった小さな
地域資源の掘り起こしに成功

ポイントポイントポイントポイントポイントポイントポイントポイントポイントポイントポイントポイント

長井市内長井市内長井市内長井市内にににに残残残残るるるる古古古古くからのくからのくからのくからの街並街並街並街並みみみみ

最上川堤防千本桜最上川堤防千本桜最上川堤防千本桜最上川堤防千本桜

そのそのそのその他他他他のののの先進事例先進事例先進事例先進事例（（（（最上川最上川最上川最上川のののの例例例例））））
１級河川／山形県長井市
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まちのまちのまちのまちの中中中中ののののフットパスフットパスフットパスフットパス

まちにまちにまちにまちに点在点在点在点在するするするする観光資源観光資源観光資源観光資源
【【【【醤油屋醤油屋醤油屋醤油屋のののの入入入入りりりり水水水水】】】】

【【【【河川管理者河川管理者河川管理者河川管理者】】】】 河川区域内河川区域内河川区域内河川区域内ののののフットパスフットパスフットパスフットパスをををを整備整備整備整備
【【【【長井市長井市長井市長井市】】】】 フットパスフットパスフットパスフットパスにににに隣接隣接隣接隣接してしてしてして案内看板案内看板案内看板案内看板やややや駐車場駐車場駐車場駐車場をををを整備整備整備整備
【【【【地域住民地域住民地域住民地域住民】】】】 散策路散策路散策路散策路のためののためののためののための用地用地用地用地をををを無償無償無償無償でででで提供提供提供提供
【【【【民間企業民間企業民間企業民間企業】】】】 民間施設民間施設民間施設民間施設がががが来訪者来訪者来訪者来訪者ににににトイレトイレトイレトイレをををを開放開放開放開放

あやめあやめあやめあやめ公園公園公園公園

最上川最上川最上川最上川のののの整備概要整備概要整備概要整備概要

川川川川のののの中中中中ののののフットパスフットパスフットパスフットパス


